
■必修:22単位
■選択必修:12単位
■選択:64単位

専門教育科目:98単位
全学共通科目:14単位
広域選択:20単位

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri. Sat.
1 メディアと企業 マクロ経済分析基礎
2 メディアと情報 メディア・コミュニケーション概論 TOEIC®ReadingⅡ 演習Ⅱa
3 情報リテラシー TOEIC®ListeningⅡ 表象メディア論 グローバルマネジメント 仏教と人間
4 メディアと文化入門 余暇学 Global	Management	of	Technology メディア法基礎
5
6

卒業に必要な単位：132単位4年間の流れ

Message 卒業生メッセージ Topics

駒澤大学には英語の専門学校から編入しました。元々ゲームが好きでもっと深く知りたいと思ったものの、親に
理解されないだろうと断念し専門学校へ。途中で自分のやりたいことを追求したい気持ちが湧いてきたため、英
語と情報どちらにも力を入れているこの学科に進学しました。プログラミング知識がほとんどない状態で「コン
ピューターワークショップⅡ」の授業に参加しましたが、とても楽しく、自分が今まで体験したことのない出会いに
感動し、ようやくプログラマーとしての入り口に立つことができたと感じました。知識がない私にも先生が丁寧に
寄り添ってくれたことで、興味があった情報文化についても深く学ぶことができています。また、大学の英語の授
業を通してTOEIC®800点を超えることができ、将来はSEとして海外で働くことも視野に入れています。

産業界の今を知り、地域活性化に取り組むプ
ログラムの一環として、実務家や第一線で活躍
するクリエーターを講師に招き、専任教員との
共同授業を開講しています。技術革新が目覚ま
しいメディアやコンテンツの理論と実践の両面
からアプローチし、それぞれの理解を深め、経
済成長の一端を担うリーダーを育成します。

英語×プログラミング習得で将来SEとして海外で働きたい。

荒巻 亮翔
グローバル・メディア学科2023年卒業／

千葉県立四街道高等学校出身

［3年次前期の時間割］

GMS キャリア講座

• Oral Communication Ⅰ・Ⅱ
• Written Communication Ⅰ
• International Communication Ⅰ
• メディアリテラシー　
• グローバルマネジメント
• 情報学基礎

• Oral Communication Ⅲ
• Written Communication Ⅱ・Ⅲ
• International Communication Ⅱ

■ Food in Japan: Strategy to Improve Food Security through Food Education

■ 匿名質問と切り抜き動画を利用したプログラミング授業学習支援システムの提案

■ ダンス部は高校を救うのか　ーダンス部の強さが高校の満足度に与える効果の分析ー

■ 現代日本におけるオタク文化についての一考察　ーオタク文化の可能性ー

■ インドネシア経済の計量分析

■ 外国人大学教員が感じる困難とその解決策  ー都内私立大学外国人教員へのインタビューを通じて検証ー

■ 訪日外国人旅行者を対象とした災害情報提供システムの開発

■ Is language misused by young people? An investigation into the difference in language 

use and people’s attitudes towards language.

1年次 2年次 3年次 4年次

成長の
プロセス

必　修

選択必修

選　択

• グローバルメディア概論　・Study Abroad Ⅰ～Ⅳ　・Advanced English Ⅰ・Ⅱ　・メディア・コミュニケーション概論　・コンピュータワークショップⅠ～Ⅳ　・Webデザイン基礎　
• アドバンストマーケティング　・コンテンツビジネス　・マーケティングコミュニケーション　・統合リスクマネジメント　・ダイレクトマーケティング　・海外演習実践講座Ⅰ～Ⅲ　
• Global English 1～4

• Advanced English Ⅲ・Ⅳ　・企業会計の実務　・グローバル交流論　・英語圏文学概論　・E-コマース論　・Journalism Ⅰ・Ⅱ　
• ファイナンスと経営学Ⅰ・Ⅱ　・地域研究Ⅰ～Ⅲ　・グローバル市民社会論　・クラウドサービスとデータマイニング　・社会調査法入門　
• 知識経営論　・グローバル文化論　・異文化経営論　・データ解析法入門　・メディアとデータベース　・放送メディア論　・メディアとセキュリティ
• スクリーン・カルチャー　・ソーシャルメディア論　・メディア制度論　・マーケティングリサーチ入門　・東南アジアの文化と社会 
• 中国の文化と社会　・コンテンツデザイン概論　・音楽メディア論　・Global Management of Technology　・グローバル経営論
• グローバルビジネス人材マネジメント　・グローバル創造都市とアート政策　・英語学概論　・情報保護と社会　・コミュニケーションと産業
• コミュニケーションとテクノロジー　・コミュニケーションとマスメディア　・グローバル・マクロ経済論　・グローバル経済開発論　
• 現代政治の数量分析　・現代政治過程分析　・外書講読１・２　・音声学　・英文法　・ＧＭＳキャリア講座Ⅰ～Ⅳ　・ＧＭＳキャリアデザインⅠ・Ⅱ
• グローバル・ポリティックス　・ヒューマンインターフェース・インタラクション　・世界政治とメディア　・海外演習Ⅰ～Ⅹ　・グローバル・イシューズ
• グローバル・リレーションズ　・聴覚コンテンツデザイン　・視覚コンテンツデザイン　・映像コンテンツデザイン　・音楽コンテンツデザイン

• グローバルメディアガバナンス論

• 入門演習ａ・ｂ　・特許と商標の経済分析　・Global English 1 ～ 4
• 広告文化論　・著作権の経済分析　・情報メディア開発論　・比較メディア制度論　
• メディアイベント論　・ネットワーク進化論　・都市とメディア　
• ドキュメンタリーの視線と実践　・国際標準化論　・異文化間コミュニケーション論　
• ドキュメンタリー制作演習　・データサイエンス分析実習

• ICT 基礎

• 基礎セミナー a・b

• グローバル戦略論 • メディアと企業 • 国際関係とメディア • インターネットとメディア • プログラミング基礎

• メディア文化論　・表象メディア論　・情報社会論　・技術とメディア　・ヒューマンインターフェース・インタラクション　
• グローバル企業行動論　・統計分析基礎　・ミクロ経済分析基礎　・国際経済統計入門　・マクロ経済分析基礎　
• ポリティカル・サイエンス入門　・マスメディアと政治　・メディア法基礎　・メディア法応用　
• グローバルイシューと国際公法　・グローバルイシューと国際私法　・グローバルマーケティング　・コミュニケーションと文化　

• 応用演習ａ・ｂ • 卒業研究

• グローバルメディアスタディーズ概論

IT・メディア系専門教員による
情報リテラシーおよびメディア
リテラシー、外国人教員による
実践的英語を学ぶ。

長期・短期の留学、海外インター
ンシップにより海外経験を積み、
グローバルに活躍できる能力を
身に付ける。

学際的な専門分野の中から興味
のある分野について、各分野の
専門教員による演習科目に参加
し、より深く学ぶ。

専任教員と第一線の実務家との
共同授業など、外部との連携に
より、産業界の今を知り、就業
力を高める。

卒業論文テーマ・研究課題例

2024年度（予定）
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